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YAMAGUCHI CITY

（これまでの協議会での各委員からの御意見・御提案や、連携事業者等とのヒアリング等をもとに、一部整理したもの）

資料３－２

【参考】現在整理を進めているプロジェクト案

（経過報告）
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YAMAGUCHI CITY

【プロジェクト案一覧】

プロジェクト名（仮） 主な分野 ページ

移動がスムーズなまちプロジェクト 交通（移動・物流） Ｐ２～Ｐ３

便利で身近な行政サービスプロジェクト 行政 Ｐ４～Ｐ６

子育てしやすいまちプロジェクト 子育て Ｐ７～Ｐ８

豊かな学びをはぐくむプロジェクト 教育 Ｐ９

健康・長生きプロジェクト 医療・介護 Ｐ１０～Ｐ１１

おいでませ山口・観光地域づくりプロジェクト 観光・文化 Ｐ１２

圧倒的ふるさと体験プロジェクト スポーツ、地域づくり Ｐ１３

楽しく、儲かる農業プロジェクト 農業 Ｐ１４

キャッシュレス決済プロジェクト 産業 Ｐ１５～Ｐ１６

いつでも、どこでもつながる山口プロジェクト
ＤＸ社会基盤

（インフラ整備）
Ｐ１７

スマートライフシティを支える人材育成プロジェクト
ＤＸ社会基盤
（人材育成）

Ｐ１８

新たな価値創出・新たなサービス提供プロジェクト
ＤＸ社会基盤

（データ連携基盤）
Ｐ１９

地域GX推進プロジェクト
ＤＸ社会基盤

（防災、地域づくり等）
Ｐ２０～Ｐ２１
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YAMAGUCHI CITY

移動がスムーズなまちプロジェクト

• 公共交通の利便性の向上を図るため、バスロケーションシステムが導入し、
スマホやパソコンからバスの到着時間の確認ができるようになりました。
また、令和３年３月から中国ジェイアールバスの山口エリアの路線バス等で
交通系ICカードの利用が可能となる中、今後も順次市内の路線で利用可能
となるよう、整備を促進します。

• さらに、紙で発行している総合時刻表のデジタル化等について検討します。

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

子どもは事前に予約してある
乗合タクシーを活用して帰宅塾など習い事

保護者は送迎時間の短縮により
家事や家事時間の確保が可能

②塾の送迎や通院等、生活に密着した乗合タクシーの導入に向けた検討

• 商業施設等と連携して、店舗と自宅間だけではなく、店舗と病院、市役所等の人が集まる施設

間の移動サービス構築について検討します。

• 保護者の送迎の負担軽減と社会進出の促進、高齢者の移動の
負担軽減等に向けて、塾の送迎や高齢者の通院・買物等に利用
できる乗合タクシーの仕組みづくりや、タクシーを利用する際
に、乗車前に運賃とルートが確定す
る『事前確定運賃』の導入などについ
て、タクシー事業者等と連携して検
討します。

（１）市民生活を支える新たな交通サービスの構築

①バスイット、交通系ICカードの導入や総合時刻表のデジタル化

③商業施設等の店舗からの移動サービス
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YAMAGUCHI CITY

移動がスムーズなまちプロジェクト

• 令和２年度に引き続き、山口県と連携し、ＭａａＳ用アプリ「ぶらや
ま」の運用、新山口駅と山口都市核を結ぶ乗合タクシーの実証、
小型モビリティの貸出等について取り組みます。

• また、ＭａａＳ用アプリ「ぶらやま」については、県において更なる
エリア拡大が予定されており、引き続き広域的な観光周遊を県
と連携して促進します。（※R３度は萩・長門エリアで実施予定）

サイクルステーション

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

スマホでシェアサイクル
の鍵の開錠が可能

小型モビリティ
（※写真は昨年度の実施の様子）

ぶらやまトップ画面
（※画面は昨年度のもの）

• 令和２年度に引き続き、本市独自の取組として、スマートフォ
ンで利用可能なシェアサイクルの実証事業に取り組みます。

• 現在、市内１６箇所にステーションを設置しており、利便性向
上に向け、更なるステーションの増設を検討します。

• 観光や日常生活を支える交通手段として、市内での自動運転車の実証運転について検討します。

• 令和２年度より、アプリで簡単に予約ができ、お得に利用できる湯田温泉周辺と山口宇部空港を結
ぶ乗合タクシーが運行されている中で、引き続き取組を促進します。

（２）観光周遊を誘引する多様な移動サービスの提供

①ＭａａＳ用アプリ「ぶらやま」実証事業

②シェアサイクル実証事業

③スマート空港タクシー（湯田温泉⇔山口宇部空港乗合タクシー）

（３）自動運転の実証実験
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YAMAGUCHI CITY

便利で身近な行政サービスプロジェクト

（１）デジタル・ガバメントの構築に向けた取組の推進

• デジタル・ガバメントへの転換による市民サービスの向上、業務効率化等の実現に向け、デジタル技
術を活用した業務改革を総合的、かつ、効果的に推進するため、副市長をトップとする「山口市ＤＸ
推進本部」をＲ３．４．１に設置。

• ＤＸ本部を中心に、デジタル・ガバメントの構築に向けた取組を推進します。

■所掌事務
（１）行政手続のデジタル化の推進に関すること （２）マイナンバーカードの普及促進に関すること
（３）情報システムの標準化、共通化に関すること （４）ＡＩ、ＲＰＡの利用推進に関すること
（５）テレワークの推進に関すること （６）セキュリティの確保に関すること
（７）デジタルデバイド対策の推進に関すること （８）オープンデータの推進に関すること
（９）官民データ活用推進計画策定の推進に関すること （１０）その他本部長が必要と認める事項に関すること

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

副市長（CIO）

CIO補佐

総務部長・
総合政策部長 交流創造部長ほか１９名

推進本部
（24 名）

重
要
事
項
の
審
議

本部長：副市長（ＣＩＯ）
ＣＩＯ補佐：デジタル化推進マネージャー※
副本部長：総務部長、総合政策部長

ワーキンググループ

専門的、具体的事項の調査・検討

事務局
【デジタル推進課】

総合的な調整

【体制図】

※デジタル化推進マネージャー
：ＬＩＮＥ㈱から派遣（R3.4.1時点）
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YAMAGUCHI CITY

便利で身近な行政サービスプロジェクト

（２）市民サービスの向上に向けた行政手続きにおけるデジタル化の推進

• 令和２年度に、住民異動届のタブレット手続機能を市民課において先
行的に導入した中で、福祉分野を始め、他の分野においてタブレット手
続化の実証を進めます。

• 令和２年度に配備したリモート会議ツール（PC、モバイルルータ等）を
活用して、各総合サービス課、地域交流センター（分館を含む）の窓口
から本庁窓口職員と画面を介して専門的な相談等を行うことができ
るオンライン相談窓口の実証を進めます。

• 令和３年４月２０日から証明発行手数料を対象に開始した窓口におけ
るキャッシュレス決済について、適用対象を交流センター等の公共施
設の利用料金などへの拡大を検討します。

①タブレット手続化の推進

②オンライン相談窓口の実証

③キャッシュレス決済の拡大

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）
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YAMAGUCHI CITY

便利で身近な行政サービスプロジェクト

（３）山口市ＬＩＮＥ公式アカウントの機能拡充

• ゴミ分別に加え、住民異動等に係る手続きについてもチャッ
トボットで問合せ対応できるよう、機能拡充を進めます。

• 母子保健アプリ等との連携を図りながら、子育て等に関する
情報をタイムリーで配信できるよう、機能拡充を進めます。

機能拡充

※画像はイメージです

（４）さよなら押印プロジェクトの推進

• 契約事務における押印不要の電子契約サービスを活用した
業務効率化の実証事業に取り組みます。

（５）消防通信指令業務の共同運用に向けた取組の推進

• 本市と萩市及び防府市の３市による通信指令業務の共同運用に向けて、システム構築に向けた取組
を進めます。（３市の共同による消防指令センターの運用開始は、令和７年度を予定。）

（７）新本庁舎に向けた実証事業の推進

• 執務室におけるフリーアドレスの導入や、入退庁時における生体認証（顔・静脈）等によるスマート
ロックの導入などについて実証事業を進めます。

①文書アップ

②メール認証②メール認証

③電子サイン ③電子サイン

クラウド市役所

相手方

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（６）消防・救助活動の高度化の推進

• 県内の消防本部では初めてとなる「無人航空機（ドローン）」を２機配備し、現場中継システムとの連
携や、消防活動用重機とのセット運用により、要救助者の迅速な救出等につなげます。
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YAMAGUCHI CITY

子育てしやすいまちプロジェクト

（１）保育士と保護者の負担軽減に向けた保育システムの導入

• 保育士と子育て世代（保護者）の負担軽減に向け、保護者等の連絡機能、登降園管理機能、写真投稿
機能等を有する保育システムの導入を検討します。

延長保育料の自動計算
出席簿の集計

保育システム

指導計画の作成
保健記録

園からのお知らせ配信
身体測定の結果確認

欠席連絡
連絡帳の記入

事務負担の軽減
負担軽減や

利便性の向上

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

• 放課後児童クラブ（学童保育）のＩＣＴ化の促進に向け、市立保育園を対象に整備を検討している保育
システムの導入を、放課後児童クラブ（学童保育）においても検討します。

（２）放課後児童クラブ（学童保育）のICT化の促進
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YAMAGUCHI CITY

子育てしやすいまちプロジェクト

（３）子育て世代の利便性向上に向けた子育て応援アプリの導入

• 子育て世代の利便性の向上等に向け、子育て世代に必要な情報の配信、子どもの予防接種のスケ
ジュール管理等が可能となる子育て応援アプリの導入を検討します。

お知らせ配信

発達、妊婦検診、
乳幼児健診の記録

予防接種管理

家族で情報共有

保健師などへの相談

公的な啓発情報、
各種サービスや
イベント情報の配信

子育て支援施設の検索
オンライン相談

※導入内容については、今後検討する予定です。

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（４）子育て支援の更なる充実等に向けたビッグデータ解析

• データ連携基盤に蓄積された保育業務のデータや保育システム、母子健康アプリ等の利用データ等を
ビッグデータ解析することで、子育て支援の更なる充実や新たな保育サービス等の構築につなげます。

※写真はイメージです。



9

YAMAGUCHI CITY

豊かな学びをはぐくむプロジェクト

（３）リカレント教育の推進

（２）ＩＣＴを活用した教育の推進

（１）小・中学校と保護者間における連絡手段のデジタル化の推進

• 全ての小・中学校の児童生徒１人１台に配備したパソコンや、指導者用デジタル教科
書やＡＩドリル教材などを活用し、学習活動の更なる充実を図るとともに、Ｓｏｃｉｅｔｙ
５．０時代を生きる子どもたちを育むＩＣＴ教育を推進します。

• 小・中学校と保護者間の迅速な情報伝達や学校・保護者双方の負担軽減を図るため、ICT技術を活
用した効率的な連絡手段の構築に向けた実証実験を行います。

• 人生１００年時代の到来やデジタル社会の進展等に対応するため、生涯を通じて学び、職業に必
要な知識やスキルを身につけるため、何歳になっても身近なところで学び直しができるリカレン
ト教育を推進します。

• また、リカレント教育の実施にあたっては、大学等で蓄積された教育コンテンツ等の活用につい
て検討します。

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

出席・欠席
体温：36.5℃
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YAMAGUCHI CITY

（１）健康データの一元化に向けた検討

• 現在、バラバラに管理されている、お薬手帳や健康手帳、介護予防手帳等について、情報のデジタル
化・一元化を検討します。

• また、自らの健康管理や健康づくりに向けて、医療情報に加え、血圧、脈拍数、歩数等の日々のバイタ
ル情報を登録できるような仕組みも検討します。

健康・長生きプロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

服薬相談医療相談

医療相談等への活用

新たなヘルスケア産業の創出

医療・介護・生活データを統合した新た
な予防・健康増進プログラムの創出等

本人の同意のもとデータ
収集（デジタル化）

アナログ手帳

バイタルデータ
日々の健康チェック

本人の同意のもとデータを
利活用

災害・緊急時への活用

災害・緊急時には、医療・介護
や緊急連絡先等の情報伝達
がスムーズに行え、切れ目の
ない医療・介護を提供

蓄積

データ登録
データ活用
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YAMAGUCHI CITY

健康・長生きプロジェクト

（出展：県央デルタネット事務局ホームページより）

（２）病院間のデータ連携の促進

• 災害時や救急搬送時のスムーズな対応等に向けて、市内や県内医療機関における医療情報や患者情
報等を共有するため、２０２０年に稼働した患者情報を共有する県央デルタネットや各病院が有するシ
ステムとのデータ連携など、山口市医師会や市内医療機関等と連携のもと、病院間等でのデータ連携
を促進します。

県央デルタネットのサービス内容や構成 県央デルタネットの事例

（出展：県央デルタネット事務局ホームページより）

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）
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YAMAGUCHI CITY

おいでませ山口・観光地域づくりプロジェクト

• 観光客の予約行動やアンケート情報、Webサイトから得ら
れるデータ、公開されているビッグデータなどのデータを
統合し、一人ひとりの観光客を管理する地域CRMの手法
を活用し、顧客一人ひとりに最適化した情報を提供する
One to Oneマーケテングの導入に向けて検討します。

• データを分析、活用し、ターゲットを絞った情報発信を行
うことによって、観光客に最適化された情報発信や観光
地の混雑緩和を図り、地域住民や旅行者の満足度の向上
を図ります。

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

• 県において更なるエリア拡大が予定されており、引き続き広域的な観光周遊を県と連携して促進

します。（※R３度は萩・長門エリアで実施予定）

• 山口県立美術館で５G技術を活用した体験型雪舟VRコンテンツの展示公開が
行われました。（令和３年２月２３日～3月２８日）

• 本市においても、今後、こうした５GやXRなどのデジタル技術を活用した観光
コンテンツを検討します。

（１）Ｏｎｅ Ｔｏ Ｏｎｅマーケティングを活用した観光情報の発信

（３）ＭａａＳ用アプリ「ぶらやま」実証実験【再掲】

（２）XR（VR仮想現実・AR拡張現実・MR複合現実等）を活用した観光コンテンツの検討

ＹＣＡＭ提供 撮影：古屋和臣
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YAMAGUCHI CITY

圧倒的ふるさと体験プロジェクト

（１）プロスポーツのリソースを活用した２１地域での地域づくりの推進

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

中山間地域

南部地域

山口都市核

小郡都市核

• 市内２１地域において、地域への愛着や生きがいを持って楽しく暮らし続けることができるまちと
なるよう、レノファ山口のリソースを活用して、地域、企業、行政など様々な主体と連携し、各地
域で持続的に多様な事業展開が可能となるような仕組みづくりを進めます。

活動例３

多世代交流や健康づくりを促進
する機会を提供するため、あら
ゆる世代の市民が一緒になって
体操をする、「レノファ健康・元気
体操」の実施を検討します。

活動例１

地域の人々と感動を共有できる
場づくりを提供するため、地域
交流センター等の身近な場所で
パブリックビューイング等の実
施を検討します。

生涯にわたって健やかに生き
るために必要な「食」について
学ぶ機会を提供するため、小・
中学校等において、食育学習
会の開催を検討します。

活動例２

※活動の内容・実施場所については、今後検討を進めます。

地域への愛着醸成や、生きがい
を見つける機会を提供するため、
レノファ山口の選手によるスポー
ツ教室の実施を検討します。

活動例４
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YAMAGUCHI CITY

楽しく、儲かる農業プロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（１）スマート農機の導入支援

• 就農者の作業の効率化や負担軽減となるスマート農機等の導入支援を行います。

【直進時自動操舵機能付トラクタ】

• 令和3年度において、山口大学との連携のもと、ほ場の状態等をリアルタイムに検知できる安価な無
線センーネットワークデバイスを開発し、実証を行います。

【リモコン式草刈機】 【ドローン（防除用）】 【高性能コンバイン】

スマート農機の例 （「山口県スマート農業推進の手引き」より）

（２）小規模農家へのスマート農業の促進支援

ほ場の状態をリアルタイムに把握し、

新規就農者へ、熟練者としてのスキル

が身に付くまでの支援技術となる。

・各種センサー

（温度や水分等の計測）

・無線通信モジュール

・電源モジュール

（電池や太陽光発電）

実証イメージ

蓄積

↧
分析

高齢者等の持続可能な営農 若者の就農促進利益の最大化

スマート農業の促進

業務の効率化や省力化、生産性や収益の向上、熟練農業者の知恵や経験の数値化等を図る

【自動水管理システム】
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YAMAGUCHI CITY

（１）地域商品券のデジタル化～支払い・精算楽々プロジェクト～

キャッシュレス決済プロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

• 「エール！やまぐち」プレミアム商品券など、これまで紙で発行していた商品券のデジタル化を推進します。

銀行口座またはコンビニATMから
お金をチャージします。

デジタルプレミアム商品券を
加盟店で利用します。

デジタルプレミアム商品券利用分を
加盟店へ自動的に入金します。

①

④

⑤

利用可能ポイント
13,000

（利用期限：2021/X/X）

利用者利便性の向上
・キャッシュレスによる接触機会の低減
・スマホ１つで買い物が可能

加盟店の負担軽減
・キャッシュレスによる接触機会の低減
・商品券（紙）の管理不要
・精算処理の自動実施

プレミアム商品券を
オンラインで申込・購入します。

デジタルプレミアム商品券を
オンラインで発行します。

②

③

実施主体

データ活用
利用者の同意のもと、利用状況
等がリアルタイムで把握でき、
分析も可能

※導入内容については、現時点での予定です。
※プレミア商品券事業期間終了後も、キャッシュレス決済アプリとして利用

可能なため、市内おけるキャッシュレス決済の普及促進を行っていきます。

令和３年夏頃実施予定

実施主体の負担軽減
・申込の集計、販売（発行）。また、使用した商品
券の回収、集計、入金、精算などの業務負担の
軽減
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YAMAGUCHI CITY

（２）お金の地域内循環に向けた山口デジタル地域ポイントサービスの導入

キャッシュレス決済プロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

• 山口市内でポイントの発行や、加盟店での支払いに利用できる地域内限定のポイントサービスの導入
に向けて検討します。

• 同時に、各事業者等のアプリや、ポイントサービス等とAPI連携することで、地域アプリ１つで決済が
可能となり、また、ポイント交換等も可能となる仕組みも検討します。

民・金・官共創
による持続可能なサービスの実現 地域経済を活性化

地域で生み出し、地域で消費することで、

地域コミュニティを活性化

市民の様々な活動にインセンティブを与え、

利用可能ポイント
3,000P

商店街ポイント

健康ポイント

ecoポイント

1,000P

1,000P

1,000P

有効期限 ２０２●/●/●●

有効期限 ２０２●/●/●●

加盟店で
ポイントを利用する。

様々な活動に参加することで
ポイントを取得する。

• 加盟店での買い物
• 健康づくり活動への参

加
• 地域のボランティアへ

の参加
• ノーマイカー運動への

参加
• eco活動への参加 等

【行政や企業の様々な施策・活動に対して地域ポイントを付与】

地域企業

行 政

地域
金融機関

スマートシティ

連携事業者

プロスポーツ
チーム

地域アプリ個別アプリ等
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YAMAGUCHI CITY

いつでも、どこでもつながる山口プロジェクト

（１）市内未整備地域における光ファイバの整備促進

• 県道２０４号及びパークロード（県道厳島早間
田線）の沿道には、県・市の文化・学術・芸術
関連施設のほか、情報・通信企業等が集積し
ている特性を踏まえ、県内における重点的な
５Ｇ環境構築のモデルエリアとして、県と連
携のもと、５Ｇ基地局等の整備に向けて検討
します。

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（２）５Ｇ環境の構築に向けた取組の推進

• 市内のあらゆる地域における高速・大容量の情報通信インフラを整えるため、引き続き、市内未整
備地域における光ファイバの整備を促進します。
（対象地域：仁保、陶、鋳銭司、名田島、秋穂二島、秋穂、徳地）

：県施設

：市施設

山口県文書館
山口県立図書館山口県立

美術館

パークロード山口県立
山口博物館

亀山公園
山頂広場

亀山周辺
ゾーン

市本庁舎

山口県庁

歴史民俗
資料館

山口情報
芸術センター

[ＹＣＡＭ]

情報・文化ゾーン

ＮＴＴ
西日本

ニュー
メディア
プラザ
山口

山口ケーブル
ビジョン

ＹＡＢ山口
朝日放送

ＮＴＴ
ドコモ

山口
市民会館

山口県埋蔵
文化財センター

Ｃ・Ｓ
赤れん

が

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

５Ｇ

（３）公衆WiFi環境整備の推進

• 市民や観光客等の利便性の向上を図るため、
市内の公共施設、観光施設、文化・スポーツ
施設、商店街、避難所などにおいて、公衆Ｗｉ
Ｆｉ環境の整備に向けて検討します。

沿道における５Ｇ基地局等の整備を重点的に推進

湯田温泉ゾーン
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スマートライフシティを支える人材育成プロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（１）デジタル技術の活用と人材育成の促進

• 市内企業のデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の促進を始め、デジタル人材やデータサイエ
ンティストの育成、若者の雇用の場の創出、市内企業の人材確保などを図るため、民間事業者や大
学等と連携し、新山口産業交流拠点施設、ＹＣＡＭ、デジタルハリウッドSTUDIO山口、山口県DX
推進拠点（令和３年秋頃開設予定）、mirai365等を活用した取組を促進します。

デジタルハリウッドSTUDIO山口をは
じめ、YIC、山口コア学園等民間の人
材育成機能

産業交流スペース「Ｍegriba」

産業交流拠点施設

YCAM

山口大学

mirai365

山口県DX推進拠点
（NPYビル内）

山口県農業試験場
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新たな価値創出・新たなサービス提供プロジェクト
交通

（移動・物流）
行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）

（１）データ連携基盤（都市ＯＳ）の構築に向けた取組の推進

• 交通や子育て・教育、医療・介護、防災など、生活全般にわたる複数分野での先端的サービスの社
会実装を見据えて、本市のアーキテクトやアーキテクト補佐、連携事業者等と連携のもの、データ
連携基盤（都市OS）の研究・実証を検討を進めます。

• また、データ連携基盤の構築後、市民の利便性等の更なる向上を図るため、蓄積されたデータ等
をビッグデータ解析し、新たな価値の創出や新たなサービスの提供を行います。

都市ＯＳ（分野間のデータ連携基盤）

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

分野内の
データ連携

ビッグデータ解析／ＡＩ等を活用

新たな価値創出、新たなサービスの提供

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育 医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業
地域づくり
（中山間地域）

産 業 ・・・・・

データ収集・
蓄積

データ連携

分野横断デー
タ利活用
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地域GX推進プロジェクト ～脱炭素プロジェクト～

国において2050年までに脱炭素社会の実現を目指すこととしている中、本市では、２０３０年度までに脱
炭素社会を実現する先行地域※として取組を推進します。
（※国においては、全国の100地域を、2030年度までに脱炭素社会を実現する「脱炭素先行地域」として選定する予定。）

①地域のエネルギー
や資源の地産地消

②住まい
③まちづくり
・地域交通

④公共施設をはじめ
とする建築物・設備

⑤生活衛生インフラ
（上下水道・ごみ処理

など）

⑥農山漁村
・里山里海

⑦働き方、社会参加

⑧地域の脱炭素を支
える各分野共通の基

盤・仕組み

【「地域脱炭素ロードマップ（骨子案）」が対象とする地域の取組と国民のライフスタイルに密接に関わる主要分野】

※本市においては、④に係る取組を令和２年度から先行実施している中で、他の分野も含め、引き続き取組を推進します。（次項参照）

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）
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地域GX推進プロジェクト ～脱炭素プロジェクト～

（１）スマートエネルギー事業の推進

• 平川地域交流センターと大歳地域交流センターの２拠点を対象施設として、令和３年３月に「スマー
トエネルギー事業」の実証事業を開始した中で、他の交流センターや各総合支所、小中学校等の公共
施設においても太陽光発電及び蓄電池の導入検討を進めます。

• また、災害時において、公共施設等へ電気自動車の派遣の検討を進めます。
• さらに、脱酸素社会の実現に向け、供給側と需要側のデータ連携による地域内での電力供給の最適

化・効率化や地域内における電力融通などの検討を進めます。

総合支所

蓄電池

災害時、ＥＶ車を派遣

蓄電池

交流センター

蓄電池

小中学校

ＥＭＳ
（クラウド上で、電力の管
理、制御、分析等を行う）

交通
（移動・物流）

行 政 子育て・教育

医療・介護
観光・文化・
スポーツ

農 業

地域づくり
（中山間地域）

産 業
ＤＸ社会基盤
（人材育成等）


